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うけん村議会だより No.170 ２

あなたも、 議会を傍聴してみませんかあなたも、 議会を傍聴してみませんか

議会は、 村の予算や身近な問題について話し合う大切な場です。 ぜひ、 傍聴においでください。

○ 定員(26名)の範囲内で， どなたでもご自由に傍聴できます。

○ 受付票に住所 ・ 氏名を記入していただくだけです。

○ 第４回定例会は、 12月上旬を予定しております。  
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名柄集落の防災対策は。名柄集落の防災対策は。

携帯電話不感地域対策の　　　　携帯電話不感地域対策の　　　　
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土捨て場の現在の土捨て場の現在の
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施政方針について特に力を施政方針について特に力を

　　　　　　入れているのは。　　　　　　入れているのは。

うけん村議会だより No.170３

「
村
政
村
政
」を
問
う
一一

般般

質質

問問

～ 保池穂好議員 ～

～ 喜島孝行議員 ～

～ 肥後充浩議員 ～

～ 倉本富夫議員 ～
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喜島孝行議員喜島孝行議員

施
政
方
針
に
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
施
策
は
。

施
政
方
針
に
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
施
策
は
。

（
喜
島
）
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
施
策

は
。

（
村
長
）
基
本
方
針
と
し
て
六
つ
の
村

作
り
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
特
に
力
を

入
れ
て
い
る
令
和
５
年
の
施
政
方
針

は
、
村
長
就
任
２
期
目
を
迎
え
た
私
の

公
約
、
稼
げ
る
産
業
の
振
興
、
快
適
な

生
活
環
境
、
健
や
か
な
暮
ら
し
広
が
る

つ
な
が
り
、
心
豊
か
な
人
作
り
の
五
つ

の
柱
と
第
６
次
宇
検
村
総
合
振
興
計
画

の
基
本
構
想
に
掲
げ
た
六
つ
の
方
針
を

軸
に
打
ち
出
し
ま
し
た
。
計
画
の
趣
旨

や
内
容
を
村
民
と
共
有
し
、
村
民
や
団

体
、
事
業
者
な
ど
多
様
な
主
体
に
よ
る

協
働
の
村
作
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
総
合
的
・

戦
略
的
な
視
点
に
立
ち
、
実
効
性
の
高

い
も
の
と
な
る
よ
う
本
村
の
現
状
・
課

題
を
整
理
し
、
令
和
５
年
の
施
政
方
針

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
施
策
は
宇
検

村
総
合
振
興
計
画
の
前
期
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

①
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

②
地
域
・
ひ
と
機
能
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト③
住
ん
で
み
た
い
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
設
定
し
ま
し
た
。
単
年
度
の
取
組
な

ど
、
村
づ
く
り
を
推
進
す
る
事
業
は

様
々
で
す
が
、
全
て
村
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
た
め
の
施
策
で
あ
り
ま
す
。

議
会
か
ら
承
認
さ
れ
た
予
算
の
枠
の
中

で
、
し
っ
か
り
と
事
業
を
執
行
し
、
成

果
が
出
せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

（
喜
島
）
最
近
、
豪
雨
や
台
風
の
影
響

で
線
状
降
水
帯
が
続
々
と
発
生
し
、
多

大
な
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
が
、
そ
れ

に
対
す
る
予
防
は
。

（
村
長
）
最
近
で
は
６
月
20
日
か
ら
の

線
状
降
水
帯
と
８
月
５
日
か
ら
の
台
風

６
号
で
あ
り
ま
す
が
、
線
状
降
水
帯
の

影
響
で
は
一
部
半
壊
、
床
上
・
床
下
浸

水
被
害
、
村
道
林
道
の
土
砂
崩
れ
等
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
災
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
幸
い
宇
検
村
で
は
、
人
的
な
被
害

は
発
生
い
た
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
消

防
団
を
は
じ
め
と
す
る
自
主
防
災
組
織

の
連
携
の
成
果
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
台
風
も
大
型
化
の
傾
向
に
あ
り
、

村
は
自
助
・
共
助
・
公
助
を
そ
れ
ぞ
れ

が
常
に
意
識
し
て
、
地
域
防
災
力
の
向

上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
第
一
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
大
雨
時
で

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
土
砂
崩
れ
や
河
川

氾
濫
の
危
険
箇
所
は
、
災
害
の
再
発
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
発
災
の
要
因
分

析
に
努
め
対
策
し
て
ま
い
り
ま
す
。
併

せ
て
危
険
個
所
の
点
検
を
随
時
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

（
喜
島
）
こ
の
頃
、
男
女
共
同
参
画
や

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
な
ど
で
女
性
の

進
出
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
る
か
。

（
村
長
）
各
分
野
に
お
け
る
男
女
の
地

位
の
平
等
や
固
定
的
性
別
役
割
分
担
、

職
場
や
家
庭
、
地
域
活
動
で
の
分
担
等

に
対
す
る
社
会
シ
ス
テ
ム
の
改
革
は
、

ま
だ
十
分
で
は
な
く
、
宇
検
村
も
重
要

な
施
策
と
し
て
、
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
宇
検
村
が
策
定

し
た
、
平
成
26
年
度
か
ら
10
年
間
を
期

間
と
す
る
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
及

び
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び

被
害
者
支
援
計
画
が
、
今
年
度
で
周
期

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
の
社
会
情
勢
の

変
化
や
法
制
度
の
整
備
、
住
民
意
識
の

変
化
を
踏
ま
え
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
形
成
の
促
進
に
関
す
る
施
策
総
合

的
・
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
新
た
な

計
画
を
策
定
す
る
作
業
を
現
在
進
め
て

お
り
ま
す
。
今
回
は
、
広
域
的
な
連
携

の
強
化
を
図
る
た
め
、
大
和
村
、
瀬
戸

内
町
、
龍
郷
町
と
協
働
で
進
め
て
お
り
、

自
治
体
の
垣
根
を
越
え
、
全
て
の
人
が

暮
ら
し
や
す
い
、
奄
美
大
島
の
地
域
社

会
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
所
で
あ
り

ま
す
。

災

害

防

災

 
男

女

共

同

参

画

３
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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肥後充浩議員肥後充浩議員

土
捨
て
場
の
現
在
の
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

土
捨
て
場
の
現
在
の
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

（
肥
後
）
土
捨
て
場
の
現
在
の
計
画
の

進
捗
状
況
は
？

（
村
長
）
大
和
村
と
の
境
界
を
候
補
地

と
し
て
考
え
て
い
る
、
地
形
把
握
の
調

査
業
務
を
行
い
、
大
規
模
と
な
ら
な
い

様
10
年
間
対
応
出
来
る
様
計
画
し
て
い

る
。

（
肥
後
）
現
在
の
村
に
あ
る
残
土
の
量

と
箇
所
は
。

（
村
長
）
村
有
地
に
お
け
る
箇
所
は
５

カ
所
在
り
、
量
と
し
て
は
村
が
８
，

４
８
０
㎥
、
県
が
５
，
６
６
０
㎥
有
り

合
計
で
１
４
，
１
４
０
㎥
を
仮
置
き
し

て
い
ま
す
。

（
肥
後
）
実
際
に
測
量
を
行
っ
て
、
ど

れ
く
ら
い
の
量
が
入
る
の
か
判
明
し
た

の
か
。

（
建
設
課
長
）
面
積
が
２
．
６
ｈ
a
で
す
。

今
回
こ
れ
を
利
用
し
て
実
施
設
計
に
入

る
予
定
で
す
。

（
肥
後
）
現
在
仮
置
き
し
て
あ
る
土
量

は
約
８
，
０
０
０
㎥
と
し
て
、
捨
土
金

額
が
１
㎥
３
，
７
２
５
円
で
す
の
で
、

約
３
，
１
０
０
万
円
の
捨
土
金
額
に
成

り
ま
す
、
こ
れ
は
全
て
村
単
独
の
金
が

必
要
に
な
る
。
捨
て
土
場
の
建
設
が
２

年
３
年
後
に
な
る
と
、
１
億
円
ぐ
ら
い

の
村
持
ち
出
し
が
か
か
る
、
先
に
捨
て

土
場
を
何
年
度
に
作
ろ
う
と
計
画
し
た

方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

（
建
設
課
長
）
早
急
に
整
備
で
き
る
よ

う
処
理
場
に
持
っ
て
い
き
た
い
と
思

う
。

（
肥
後
）
今
回
の
質
問
し
た
の
は
、
予

算
の
計
上
に
間
に
合
う
様
に
、
行
ま

し
た
。
無
駄
な
経
費
に
使
う
よ
り
、

１
億
２
億
使
っ
て
土
捨
て
場
を
作
る
の

が
先
で
は
無
い
の
か
。

（
村
長
）
集
落
の
方
に
も
丁
寧
に
説
明

し
な
が
ら
、
早
急
に
進
め
て
い
き
た
い
。

（
肥
後
）
世
界
自
然
遺
産
の
登
録
地
で
、

色
々
な
と
こ
ろ
に
、
赤
土
の
残
土
を
お

く
の
も
、
見
栄
え
が
悪
い
の
で
早
め
の

捨
て
土
場
の
設
置
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
、
来
年
度
予
算
に
是
非
計
上
し
て
下

さ
い
。

（
肥
後
）
昨
年
の
９
月
議
会
で
若
手
職

員
か
ら
再
整
備
計
画
の
案
が
で
て
来
た

と
答
弁
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
は
ど
う

な
っ
た
の
か
、
又
陸
上
競
技
場
の
改
修

計
画
は
有
る
の
か
。

（
村
長
）
５
年
５
月
再
整
備
検
討
委
員

会
が
制
定
さ
れ
た
、
若
手
の
職
員
か
ら

７
件
の
応
募
が
あ
っ
た
、
引
き
続
き
検

討
会
を
開
催
し
て
い
る
。
陸
上
競
技
場

は
再
整
備
委
員
会
の
検
討
結
果
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
宝
く
じ
助
成
金
や
、

奄
振
の
補
助
金
を
活
用
し
て
負
担
を
少

な
く
し
て
、
実
施
が
望
ま
し
い
と
の
意

見
で
し
た
。

（
肥
後
）
競
技
場
の
改
修
金
額
は
。

（
教
委
局
長
）
見
積
金
額
は
１
億
８
千
万

円
ぐ
ら
い
の
額
。

（
肥
後
）
村
民
が
一
堂
に
会
し
て
、
楽

し
む
村
民
運
動
会
で
す
、
設
置
後
34

年
が
立
ち
老
朽
化
が
進
み
、
改
修
に

成
る
の
は
、
当
然
で
す
。
34
年
後
に

１
億
８
千
万
か
か
る
と
考
え
る
と
年
間

の
投
資
と
し
て
は
少
な
い
と
思
い
ま

す
。
是
非
新
年
度
予
算
に
計
上
を
考
え

て
欲
し
い
村
民
の
為
に
も
。

（
肥
後
）
公
民
館
の
管
理
や
集
落
内
道

路
の
維
持
管
理
費
等
の
支
援
と
し
て
、

各
集
落
へ
10
万
円
程
度
の
補
助
は
出
来

無
い
か
。

（
村
長
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
支

援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
齢
化
や
活
動

費
助
成
や
人
的
応
援
な
ど
費
用
面
と
人

の
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
考
え

て
い
る
。

（
肥
後
）
こ
の
１
・
２
年
で
検
討
す
る
と

考
え
て
良
い
か
。

（
村
長
）
助
成
と
言
う
よ
り
美
化
作
業

や
字
費
な
ど
厳
し
い
と
聞
い
て
お
り
要

綱
を
作
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

（
肥
後
）
各
集
落
に
お
い
て
、
街
灯
の

維
持
や
集
落
内
の
村
道
の
草
刈
り
な
ど

行
っ
て
集
落
の
維
持
を
行
っ
て
い
ま

す
、
来
年
度
の
予
算
に
お
い
て
、
是
非

拝
領
を
お
願
い
し
ま
す
。

運
　
動

　
公

　
園

  

各
集
落
へ
の
補
助
金

地
形
把
握
の
調
査
を
行
っ
て
い
る

地
形
把
握
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
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保池穂好議員保池穂好議員

携
帯
電
話
不
感
地
域
対
策
の
現
在
の
状
況
は
。

携
帯
電
話
不
感
地
域
対
策
の
現
在
の
状
況
は
。

（
保
池
）
携
帯
電
波
不
感
地
域
対
策
の

現
在
の
状
況
は
。

（
村
長
）
今
年
４
月
に
電
波
発
射
実
験

が
行
わ
れ
、
大
畑
か
ら
赤
土
山
展
望
公

園
ま
で
の
不
感
地
域
の
解
消
が
見
込
め

る
と
結
果
が
出
て
い
る
。
エ
リ
ア
解
消

へ
の
複
数
事
業
者
の
参
入
意
思
が
確
認

で
き
て
い
る
。

（
保
池
）
宇
検
村
か
ら
赤
土
山
を
越
え

て
ト
ン
ネ
ル
ま
で
解
消
で
き
な
い
か
。

（
総
務
課
長
）
赤
土
山
頂
上
か
ら
宇
検

側
ま
で
の
解
消
を
目
指
し
て
い
る
。

（
保
池
）
費
用
面
も
含
め
奄
美
市
、
瀬

戸
内
町
と
協
議
し
て
赤
土
山
全
域
つ
な

が
る
よ
う
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
総
務
課
長
）
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
相

当
伸
び
て
く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の

で
最
優
先
に
宇
検
村
側
と
考
え
た
。

（
保
池
）
現
在
の
要
望
数
は
い
く
ら
か
。

（
村
長
）
１
期
目
か
ら
現
在
ま
で
の
要

望
数
は
１
１
７
件
あ
る
。

（
保
池
）
村
民
に
対
し
て
の
返
答
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

（
村
長
）
集
落
の
区
長
が
集
落
の
意
見

を
要
望
書
と
し
て
文
章
で
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
返
答
と
し
て
は
主

管
課
が
区
長
へ
伝
え
た
り
、
総
務
課
が

ま
と
め
て
伝
え
て
い
る
。

（
保
池
）
そ
れ
以
前
の
要
望
に
つ
い
て

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

（
総
務
課
長
）
す
べ
て
取
り
揃
え
て
い

る
。

（
保
池
）
そ
の
要
望
に
対
し
て
の
回
答

は
。

（
総
務
課
長
）
議
員
か
ら
の
質
問
が
あ
っ

て
、
改
め
て
、
区
長
さ
ん
と
連
絡
を
取

り
あ
っ
て
区
長
会
で
進
捗
状
況
を
確
認

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
感
じ

た
。

（
保
池
）
区
長
さ
ん
か
ら
要
望
は
要
望

書
と
し
て
紙
で
提
出
し
て
い
る
の
で
文

章
で
回
答
す
る
の
が
適
正
で
は
な
い
か

と
い
う
声
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

い
つ
の
間
に
か
要
望
が
忘
れ
ら
れ
る
よ

う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

（
保
池
）
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
受
け
、

動
植
物
、
そ
し
て
観
光
客
誘
致
の
た
め

に
も
光
害
防
止
の
条
例
制
定
の
考
え
は

な
い
か
。

（
村
長
）
道
路
灯
や
防
犯
灯
、
屋
外
施

設
等
の
聡
明
の
不
適
切
な
設
置
や
配
慮

に
欠
け
た
使
用
・
運
用
が
動
植
物
の
生

育
や
人
間
の
諸
活
動
に
及
ぼ
す
影
響

の
こ
と
と
認
識
は
し
て
い
る
。
国
内

に
お
け
る
条
例
制
定
は
天
文
台
の
存

在
で
天
体
観
測
に
適
し
た
夜
空
の
環

境
確
保
で
あ
る
。

　

今
の
と
こ
ろ
条
例
制
定
に
向
け
て

の
状
況
で
は
な
い
で
す
が
、
地
域
住

民
の
意
見
要
望
に
注
視
し
対
応
し
た

い
。

そ
の
他
の
質
問

　

・
第
二
次
宇
検
村
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
総
合
戦
略
の
進
捗
状
況
は
。

　　

要
望
書
の
取
扱
い
は

光
害
条
例
の
考
え
は

電
波
発
射
実
験
を
実
施

電
波
発
射
実
験
を
実
施

　
　
　
　

光
害
（
ひ
か
り
が
い
）
は
、

　
　
　
　

過
剰
ま
た
は
不
要
な
光
に
よ

　
　
　
　

る
公
害
の
こ
と
。
夜
空
が
明

　
　
　
　

る
く
な
り
天
体
観
測
に
障
害

　
　
　
　

を
及
ぼ
し
た
り
生
態
系
を
攪

乱
さ
せ
た
り
、
あ
る
い
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
を
浪
費
す
る
一
因
に
な
る
と
い
う

よ
う
に
、
様
々
な
影
響
が
あ
る
。
光
害

は
、
夜
間
も
経
済
活
動
が
活
発
な
、
都

市
化
さ
れ
、
人
口
が
密
集
し
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
日
本
な
ど
特
に
深
刻
で
あ

る
。 光害とは？

▲赤土山・電波塔設置予定場所
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倉本富夫議員倉本富夫議員

名
柄
集
落
の
防
災
対
策
は
。

名
柄
集
落
の
防
災
対
策
は
。

（
倉
本
）
災
害
状
況
と
今
後
の
見
通
し

は
。

（
村
長
）
一
部
損
壊
１
件
、
床
上
浸
水

６
件
、
床
下
浸
水
32
件
、
村
道
災
害
10

件
、
村
林
道
災
害
13
件
、
河
川
災
害
３

件
、
農
林
水
産
物
で
も
大
き
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
う
ち
住
居
被
害
に
対

し
ま
し
て
は
村
か
ら
の
見
舞
金
と
全
国

か
ら
被
災
者
に
寄
せ
ら
れ
た
見
舞
金
を

分
配
し
、
生
活
再
建
を
支
援
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

（
倉
本
）
集
落
別
の
被
害
状
況
は
。

（
建
設
課
長
）
床
上
浸
水
が
名
柄
５
件
、

屋
鈍
１
件
、
床
下
浸
水
が
芦
検
１
件
、

田
検
５
件
、
石
良
３
件
、
須
古
１
件
、

部
連
４
件
、
名
柄
６
件
、
平
田
３
件
、

阿
室
３
件
、
屋
鈍
６
件
で
し
た
。

（
倉
本
）
村
内
各
集
落
で
床
下
浸
水
が

多
く
み
ら
れ
る
が
そ
の
要
因
は
。

（
建
設
課
長
）
河
川
の
氾
濫
や
山
か
ら

の
水
が
溜
ま
っ
て
浸
水
と
い
う
の
も

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

（
倉
本
）
以
前
い
っ
た
と
思
い
ま
す
が

名
柄
の
２
か
所
、
水
が
溜
ま
る
場
所
大

雨
や
高
潮
満
潮
の
時
に
私
の
膝
下
ま
で

来
る
が
ど
う
に
か
で
き
な
い
の
か
。

（
建
設
課
長
）
名
柄
の
２
か
所
、
入
り

口
と
久
慈
に
曲
が
る
三
差
路
は
承
知
し

て
い
ま
す
。
土
地
が
低
い
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
引
い
た
ら
す
ぐ
に
排
出

で
き
る
よ
う
な
側
溝
と
か
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
県
の
ほ
う
に
も
強
制
で
排
出

で
き
る
施
設
と
か
い
ろ
い
ろ
な
事
業
の

当
て
が
な
い
か
調
べ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
倉
本
）
今
回
の
線
状
降
水
帯
に
よ
る

避
難
者
は
ど
れ
く
ら
い
い
た
か
。

（
総
務
課
長
）
村
内
全
域
で
55
名
が
避

難
し
て
い
ま
す
。

（
倉
本
）
避
難
場
所
が
防
災
会
館
や
学

校
に
な
っ
て
る
と
思
う
が
避
難
場
所
に

よ
っ
て
は
携
帯
電
話
の
キ
ャ
リ
ア
に

や
っ
て
使
え
な
い
防
災
ラ
ジ
オ
も
聞
こ

え
な
い
状
況
だ
っ
た
が
改
善
し
た
の

か
。

（
総
務
課
長
）
携
帯
電
話
の
ほ
う
は
事

業
所
に
連
絡
を
取
り
対
策
は
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
防
災
ラ
ジ
オ
は
屋
外
ア
ン

テ
ナ
を
取
り
付
け
ラ
ジ
オ
が
す
べ
て
入

る
よ
う
な
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

（
倉
本
）
道
路
被
害
に
対
し
て
今
後
の

工
事
は

（
建
設
課
長
）
名
柄
～
久
慈
間
の
道
路

に
関
し
て
は
地
滑
り
の
調
査
を
行
い
な

が
ら
片
道
通
行
で
と
し
て
い
る
感
じ
で

す
。
県
道
に
関
し
て
は
県
の
災
害
査
定

も
終
わ
っ
て
い
ま
す
の
で
実
施
に
向
け

て
進
め
て
い
く
予
定
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。

（
倉
本
）
河
川
の
事
で
す
が
名
柄
の
川

は
２
本
あ
り
ま
す
が
前
年
も
今
年
度
も

土
砂
を
取
っ
て
い
る
が
大
雨
に
な
る
と

必
ず
元
に
戻
る
感
じ
が
す
る
が
何
か
対

策
は
す
る
の
か
。

（
建
設
課
長
）
各
集
落
、
緊
急
度
を
つ

け
浚
渫
を
現
在
も
行
っ
て
い
る
。
河

口
域
の
方
は
緊
急
自
然
災
害
防
止
事

業
を
使
っ
て
浚
渫
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
。

（
倉
本
）
公
社
の
バ
ー
ク
は
現
在
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

（
村
長
）
現
在
バ
ー
ク
購
入
は
皛
納

開
発
、
瀬
戸
内
町
の
里
山
興
産
、
丸

平
産
業
、
奄
美
振
興
産
業
と
な
っ
て

い
ま
す
。

（
倉
本
）
皛
納
開
発
と
月
に
60
ｔ
バ
ー

ク
を
出
す
と
契
約
し
て
い
た
が
現
在

の
状
況
は
。

（
産
振
課
長
）
令
和
５
年
の
実
績
と

し
て
は
４
月
が
５
ｔ
、
５
月
が
11
．

９
ｔ
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
倉
本
）
土
地
も
無
償
貸
出
し
て
い

て
木
も
機
械
も
置
い
て
い
る
の
に
契

約
を
守
れ
な
い
の
は
何
故
か
。

（
産
振
課
長
）
契
約
を
交
わ
し
た
時

点
か
ら
３
度
協
議
し
て
い
ま
す
。
県

の
林
務
水
産
課
と
も
協
議
を
し
今
後

の
事
を
考
え
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

農

業

振

興

緊
急
自
然
災
害
防
止
事
業
を
使
い
浚
渫
を
検
討

緊
急
自
然
災
害
防
止
事
業
を
使
い
浚
渫
を
検
討



35億5,374万3千円
令和4年度一般会計決算

 １．議会 54,450（  1.5%） 8．消防費 140,822（　4.0%）

 ２．総務費 970,589（ 27.3%） 9．教育費 252,337（　7.1%）

 3．民生費 486,311（ 13.7%） 10．災害復旧費 18,764（　0.5%）

 4．衛生費 191,917（　5.4%） 11．公債費 448,170（ 12.6%）

 5．農林水産費 372,994（ 10.5%） 12．諸支出金 ０

 6．商工費 87,661（　2.5%） 13．予備費 ０

 7．土木費 529,728（ 14.9%）

　目的別  　※（）内は一般会計決算総額に対して占める割合　単位：千円

  
歳出合計　 3,553,743 千円歳出合計　 3,553,743 千円

前年度比前年度比
４．８％減４．８％減

認定

8うけん村議会だより No.170

滞納対策は滞納対策は

全庁的な取り組みを！全庁的な取り組みを！



令和５年 9 月 11 日 ～  9 月 19 日令和５年 9 月 11 日 ～  9 月 19 日

その他可決された案件

　令和５年度補正予算 条　　　例

令和５年度一般会計令和５年度一般会計

補正による主な事業

・専決処分

 （令和 5年度宇検村一般会計補正予算）

・一般会計補正予算

・簡易水道事業特別会計補正予算

・農業集落排水事業特別会計補正予算

・介護保険事業特別会計補正予算

・宇検村固定資産評価委員会委員の選任について　　　伊村 廣文　氏　 （湯湾） 　同意

・宇検村簡易水道事業の設置等に関す

る条例の制定について

・宇検村集落排水事業の設置等に関す

る条例の制定について

そ の 他

９ うけん村議会だより No.170

災 害 復 旧 費災 害 復 旧 費

工 事 請 負 費

総 務 費総 務 費

林道（5 路線） ・ 河川（3 ヶ所）プレミアム商品券発行事業補助金

補 助 金

1 , 6 4 0 万円 2 億 5 2 9 7 万 7 千円

第３回定例会

・鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の名称の変更及び

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同組合規約の変更について



い
た
し
ま
し
た
。

審
査
の
詳
細
に
つ
い
て
以
下

報
告
い
た
し
ま
す
。

　

歳

入

決

算

総

額

37
億
２
千
５
９
７
万
円
で

主
な
内
訳
は
自
主
財
源

５
億
４
千
３
５
４
万
８
千

で
14.

5
％
依
存
財
源
は

31
億
８
千
２
１
２
万
２
千

円
で
85.

5
％
繰
越
金
は

２
億
６
千
３
１
１
万
円
で

7.

1
％
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

村
税
と
税
外
収
入
に
つ
い

て
は
、
現
年
度
の
徴
収
率

が
98.
1
％
と
な
っ
て
お

り
、
職
員
の
取
組
が
高
く

評
価
で
き
る
が
、
収
入
未

済
総
額
は
９
１
６
万
５
千

円
、

不

納

欠

損

額

が

27
万
５
千
円
と
多
額
で

深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。
主
な
収
入
未
済
額
に

つ
い
て
は
、
村
税
の
固
定

決算審査報告
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令
和
４
年
度
宇
検
村
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
及

び
特
別
会
計
（
①
国
保
事

業　

②
国
保
施
設
事
業　

③

簡
易
水
道
事
業　

④
農
業

集
落
排
水
事
業　

⑤
漁
港

漁
村
集
落
排
水
事
業　

⑥

介
護
保
険
事
業　

⑦
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
）
の
決

算
審
査
に
つ
い
て
審
査
い

た
し
ま
し
た
。

　

住
民
の
税
収
を
財
源
に

住
民
生
活
や
福
祉
向
上
の

た
め
に
、
単
年
度
に
ど
れ

程
の
行
政
効
果
・
経
済
効

果
を
も
た
ら
し
た
か
、
無

駄
を
省
い
た
歳
入
・
歳
出

が
的
確
に
執
行
さ
れ
て
い

る
か
、
又
、
全
て
の
村
民

に
公
正
、
公
平
に
行
政
運

営
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
、

重
点
に
審
査
し
た
結
果
、

全
会
一
致
で
原
案
の
通
り

認
定
す
べ
き
も
の
と
可
決

一一
般般
会会
計計
決決
算算

資
産
税
が
２
２
２
万
２
千

円

で

不

納

欠

損

額

は

24
万
１
千
円
、
住
宅
使

用
料
が
６
８
０
万
３
千

円
で
あ
り
前
年
度
よ
り

61
万
４
千
円
増
加
し
て
い

る
。
滞
納
者
対
策
に
つ
い

て
は
、
村
民
の
公
平
公
正

な
観
点
か
ら
も
適
正
な

徴
収
対
策
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
強
く
望
み
ま

す
。
歳
出
決
算
総
額
は

35
億
５
千
３
７
４
万
３
千

円

で
、

内

訳

は

義

務

的

経

費

13
億
１
千
９
０
０
万
７
千

円

で

前

年

度

比

１

２

７

万

７

千

円

の

減
、

投

資

的

経

費

７
億
５
千
８
８
８
万
５
千

円

で

前

年

度

比

８
千
４
２
８
万
３
千
円

の

減
、

そ

の

他

の

物

件

費
、

繰

出

金

等

は

14
億
７
千
５
８
５
万
１
千

円

で

前

年

度

比

９
千
５
４
４
万
６
千
円

の

減

で
、

本

年

度

歳

出

総

額

は

前

年

度

比

１
億
８
千
１
０
０
万
６
千
円

の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
で
人
口
減

少
に
歯
止
め
が
立
た
な
い

現
状
で
す
が
、
職
員
一
丸

と
な
っ
て
村
民
へ
の
福
祉
向

上
・
経
済
活
性
化
に
努
め

る
よ
う
切
望
い
た
し
ま
す
。

　

７

特

別

会

計

歳

入

決

算

総

額

９
億
５
千
１
６
６
万
９
千
円

で
、
前
年
度
比
7.

9
％

の
増
、
歳
出
決
算
総
額

９
億
２
千
８
９
７
万
２
千
円

で
前
年
度
比
10.

9
％
の

増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に

お
い
て
は
、
現
年
度
の
税

の
徴
収
率
は
95.

9
％
で

前
年
度
よ
り
0.

6
ポ
イ

ン
ト
低
く
、
収
入
未
済
総

特特
別別
会会
計計
決決
算算

審審

査査

のの

概概

要要

決算審査特別委員会
委員長　保池  穂好



80.

9
％
が
繰
入
の
現
状

か
ら
将
来
を
見
据
え
た
抜

本
的
な
対
策
と
、
村
と
し

て
の
将
来
の
方
向
性
を
引

き
続
き
摸
索
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

令
和
４
年
度
決
算
は
概

ね
初
期
の
目
的
に
沿
っ
て
執

行
さ
れ
た
と
評
価
し
ま
す
。

経
常
収
支
比
率
92.

5
％

実

質

公

債

費

比

率

8.

5
％
将
来
負
担
比
率

は
な
し
で
、
改
善
傾
向
に

あ
る
が
、
財
政
健
全
化
に

向
け
て
尚
一
層
の
努
力
を

切
望
す
る
。

又
、
一
般
会
計
及
び
７
特

別
会
計
の
起
債
残
高
合
計

は
50
億
３
千
５
９
１
万
２
千

円
で
す
。
財
政
の
弾
力
化
、

健
全
化
に
む
け
て
、
更
な

る
行
財
政
改
革
の
持
続
的

な
努
力
と
自
主
財
源
確
保

の
た
め
の
施
策
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
今
後
の
課
題

と
言
え
ま
す
。

11 うけん村議会だより No.170

額
は
１
３
１
万
４
千
円
で

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の
６
特

別

会

計
で
収
入
未
済
総
額
は

３
６
４
万
円
、
現
年
度
の

使
用
料
徴
収
を
中
心
に

行
っ
て
い
る
た
め
で
は
あ
る

が
、
滞
納
額
が
高
額
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
一
般
会
計

と
同
様
に
、
全
庁
的
な
取

り
組
み
を
求
め
ま
す
。

本
来
、
特
別
会
計
は
独
立

採
算
が
原
則
で
あ
る
が
、

依
然
と
し
て
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
が
多
く
、
一
般

会
計
の
財
政
を
圧
迫
し
て

い
る
状
況
は
長
期
的
な
計

画
や
抜
本
的
な
対
策
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

集
落
排
水
事
業
の
加
入

率
に
つ
い
て
は
、
８
割
の
加

入
率
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
引
き
続
き
加
入
率
の

向
上
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
漁
港

漁
村
集
落
排
水
事
業
は
、

　

・
交
付
税
の
当
初
予
算
額

を
、
決
算
見
込
み
額
に
し

て
は
ど
う
か
。

　

・
住
宅
使
用
料
の
滞
納
状

況
に
つ
い
て
、
平
等
性
の
観

点
か
ら
も
少
額
で
も
徴
収

す
べ
き
。

　

・
住
宅
使
用
料
滞
納
者
の

死
亡
者
や
居
所
不
明
者
に

つ
い
て
は
、
連
帯
保
証
人
の

確
認
を
お
こ
な
い
徴
収
や

不
納
欠
損
の
検
討
を
し
て

ほ
し
い
。

　

・
ね
こ
対
策
事
業
に
つ
い

て
、
野
猫
は
減
少
傾
向
に

あ
る
が
、
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
改
め
て
検
証
を
行

い
、
今
後
の
事
業
の
方
針

に
つ
い
て
検
討
す
る
時
期

で
は
な
い
か
。

　

・
村
単
独
事
業
の
住
宅
助

成
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
助
成

に
つ
い
て
、
事
務
手
続
き
の

簡
素
化
は
で
き
な
い
か
。

　

・
集
落
排
水
事
業
の
加
入

率
の
向
上
に
向
け
て
努
力

を
し
て
ほ
し
い
。

　

・
一
般
会
計
の
不
用
額
が

多
く
、
適
正
な
予
算
の
管

理
執
行
を
求
め
る
。

　

本
決
算
審
査
特
別
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
令
和
４

年
度
一
般
会
計
及
び
7
特

別
会
計
決
算
は
、
全
会
一

致
で
認
定
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
回
復
が
み

ら
れ
る
経
済
状
況
の
中
、

本
村
に
お
い
て
も
日
常
生

活
や
経
済
・
社
会
活
動
が

発
展
で
き
る
よ
う
様
々
な

施
策
を
実
施
さ
れ
る
こ
と

を
強
く
望
み
ま
す
。

　

最
後
に
、
執
行
部
は
本
特

別
委
員
会
の
指
摘
と
提
言

を
真
摯
に
受
け
止
め
ら
れ

て
、
職
員
一
人
一
人
が
問

題
意
識
を
も
っ
て
財
政
の
健

全
運
営
に
努
め
、
改
善
を

行
い
、
地
域
の
活
性
化
に

取
り
組
む
事
を
強
く
要
望

し
て
、
令
和
４
年
度
決
算

審
査
特
別
委
員
会
の
報
告

と
し
ま
す
。

主主
なな
質質
疑疑
・・
意意
見見

審審

査査

のの

結結

果果



【
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】　　

　
　

委
員
長　
　
　
　

保
池　

穂
好
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編

集

後

記

【
発
行
責
任
者
】　　

　
　

議　
　

長　
　
　
　

杉
浦　

治
俊

委　
　

員　
　
　
　

壽
山　

新
太
郎

委　
　

員　
　
　
　

倉
本　

富
夫

　

朝
晩
め
っ
き
り
涼
し
く
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

線
状
降
水
帯
で
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
観
光
振
興
を
訴
え
て
き
ま
し
た
私
で
す

が
、
令
和
５
年
３
月
に
見
え
な
い
も
の
を
感
じ
る

観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
観
光
基
本
計
画
）
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
風
に
触
れ
、
土
に
触
れ
、
五
感
で

感
じ
る
心
旅
。

そ
の
中
に
は
、
６
つ
の
基
本
方
針
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。
中
で
も
特
に
い
い
な
ぁ
ー
と
感
じ
た
の
が

基
本
方
針
④
の
『
宇
検
ら
し
さ
の
創
出
で
二
次
交

通
整
備
を
行
い
地
域
周
遊
の
促
進
を
行
う
』
と
い

う
も
の
だ
。

か
つ
て
船
が
交
通
手
段
だ
っ
た
こ
ろ
の
『
平
運

丸
』『
豊
丸
』
を
復
活
さ
せ
、
暮
ら
し
と
観
光
に

活
用
す
る
と
い
う
も
の
だ
。

　

車
で
観
光
と
船
で
観
光
で
き
る
の
は
お
客
様

に
と
っ
て
も
選
択
で
き
る
楽
し
み
と
次
は
車
で
、

船
で
と
リ
ピ
ー
ト
に
も
つ
な
が
る
し
、
船
で
移
動

し
な
が
ら
釣
り
等
で
き
た
ら
な
お
楽
し
そ
う
と

か
思
う
。
ま
た
、
路
線
バ
ス
の
便
数
が
少
な
い
宇

検
村
で
す
が
船
で
の
移
動
も
古
き
良
き
時
代
を

思
い
出
し
な
が
ら
、
話
し
な
が
ら
移
動
す
る
の
も

い
い
な
ぁ
ー
と
お
も
う
。

　

こ
れ
か
ら
の
宇
検
村
楽
し
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
池　

穂
好
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令和 5 年 9 月 15 日 ( 金 )
　令和 5年 6月の線状降水帯により増水した河川、被害箇所の現状確認へ行きました。

【お問い合わせ先】議会だより編集委員会

電話：67-2211　　メール：gikaijimukyoku@uken.net

議会だよりは定例会ごとに年４回発行し、各世帯に配布しています。内容については、定例会の概

要や一般質問の要旨等を掲載していきます。今後も「分かりやすく・親しみやすい」議会だよりの

作成を目指し取り組んでいきます！！宇検村ホームページにも掲載していますので是非ご覧くださ

い。（令和 2年分から）

皆様からのご意見をお待ちしております☆

議会だよりについてご意見をお聞かせください


